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銀河系の星形成率 (1 M⊙/yr)を保つためには、星形成と同等以上の効率で巨大分子雲 (GMC)を形成する必要が
あり、そのメカニズムの解明が急務である。近年、銀河面に 100 km s−1の速度で落下する中間速度雲 (IVC)が銀河
面と衝撃波圧縮を受け、分子雲を形成するモデルが提唱されている。超新星残骸W44を含むGMC (W44 GMC)は
銀経 35度の銀河面に分布し、銀緯負の方向に 3度ほど縦に突き出した特徴的な構造をしている。NANTEN望遠鏡
の広範囲の 12CO(1–0)の観測データから、W44 GMCが 30 km s−1に及ぶ速度幅を持ち、104– 105 M⊙の clumpy
cloudの複合体であることがわかった。距離 3 kpcを用いると縦方向の大きさは 150 pc、質量は 4.5× 106 M⊙に
も及ぶ。このGMCの運動エネルギーは 1052 ergであり、超新星残骸一つでは説明することができない。しかし、
HI4PIによる広範囲のHIデータの解析から、同質量の IVCがW44 GMCの方向に落下している可能性が指摘さ
れており (村瀬他本年会講演)、IVCの落下の運動エネルギーでW44 GMCのエネルギーを説明可能である。さ
らに野辺山 45mの 20′′分解能のデータも用いて、個々の clumpy cloudの速度構造を解析した結果、銀緯-速度図
上で U字型、銀経-速度図上で円環状の速度構造が見られた。これは Habe & Ohta 1992 の分子雲衝突の理論計
算で示された、分子雲の衝突面での膨張運動を反映していると考えられる。これらの結果と、W44 GMCの周辺
10度四方にも多数の銀河面に垂直なフィラメント状分子雲が分布していることから、W44 GMCを銀河面に落下
する IVCから形成された分子雲の複合体として解釈し、落下雲によるGMC形成機構について議論する。


